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15 床、産科病棟 36 床を有し、産婦人科医師
19 名、助産師 64 名で年間約 250 件の母体搬
送を受け入れ、約 1400 件の分娩を取り扱っ
ている。バースセンター（院内助産）棟は、
１階助産師外来、2 階お産ルーム 3 床、居室














当院の産科は、愛知県の総合周産期母子医療センターとして、MFICU 9 、NICU 15 床、
産科病棟 36床を有し、産婦人科医師 19名、助産師 64名で年間約 250件の母体搬送を受け
入れ、約 1400件の分娩を取り扱っている。バースセンター（院内助産）棟は、１階助産師





































































172 名の分娩時裂傷は、裂傷なし 35 名、裂傷
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ているバースセンターでの分娩者 172名の分娩時裂傷は、裂傷なし 35名、裂傷Ⅰ度 31名、
裂傷Ⅱ度 106名であり、縫合不全等は発生しなかった。（図６） 
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また、児の状態も出生時の平均体重 3131ｇ、臍帯血ガス分析の PH値は、平均値 7.31±0.08
であり良好であった。（図７） 
図７ 分娩状況（ｎ＝172）
平均分娩所要時間 ９時間
平均分娩第１期所要時間 ７時間３６分
平均分娩第２期所要時間 １時間０１分
出生時の平均体重 ３１３１ｇ
アプガール１分値 ９点
アプガール５分値 １０点
臍帯血ＰＨ平均 ７．３１±０．０８
 
